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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月21日(2010.6.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
式(I)：
【化１】

[式中、
mは0または1であり; 
Qは水素またはシクロプロピルであり;
Alkは、エーテル(-O-)、チオエーテル(-S-)またはアミノ(-NR)-（ここで、Rは水素、-CN
またはC1-C3アルキルである）結合を含んでいてもよく、任意に置換されていてもよい、2
価のC1-C6アルキレン、アルケニレンまたはアルキニレン基であり;
Xは-C(=O)NR6-、-S(O)NR6-、-C(=O)O-または-S(=O)O-（ここで、R6は水素、任意に置換さ
れていてもよいC1-C6アルキル、C2-C6アルケニル、C2-C6アルキニル、-Cycまたは-(C1-C3
アルキル)-Cyc（ここで、Cycは、3～7の環原子を有する、任意に置換されていてもよい単
環式の炭素環式基もしくは複素環式基である））であり;
ZはNもしくはCH、またはCFであり;
R2は基Q1-[Alk1]q-Q

2-
（ここで、
　qは0または1であり;
　Alk1は、エーテル(-O-)、チオエーテル(-S-)もしくはアミノ(-NR)-結合を中間もしくは
末端に含んでいてもよく、任意に置換されていてもよい、2価の直鎖状もしくは分枝鎖状
のC1-C6アルキレン、C2-C6アルケニレンまたはC2-C6アルキニレン基であり;
　Q2は、5もしくは6の環原子を有し、任意に置換されていてもよい、2価の単環式の炭素
環式基もしくは複素環式基であるか、または9もしくは10の環原子を有し、任意に置換さ
れていてもよい、2価の2環式の炭素環式基もしくは複素環式基であり;
　Q1は水素、任意の置換基、または3～7の環原子を有し、任意に置換されていてもよい、
炭素環式基もしくは複素環式である）
であり;
R3は水素以外の基Q4-[Alk2]p-[Q

3]q-
（ここで、
　pおよびqは独立して0または1であり;
　Alk2は任意に置換されていてもよい、2価のC1-C6アルキレン、C2-C6アルケニレンまた
はC2-C6アルキニレン基であり;
　Q3は5もしくは6の環原子を有し、任意に置換されていてもよい、2価の単環式の炭素環
式基もしくは複素環式基であるか、または9もしくは10の環原子を有し、任意に置換され
ていてもよい、2価の2環式の炭素環式基もしくは複素環式基であり;
　Q4は水素、任意の置換基、または3～7の環原子を有し、任意に置換されていてもよい、
炭素環式基もしくは複素環式基である）
である］
の化合物、またはその塩、水和物、溶媒和物もしくはN-オキサイドを含む抗菌性の組成物
。
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【請求項２】
細菌の増殖を阻害するのに十分な量の、請求項1で定義された化合物(I)を、汚染または潜
在的な汚染の部位に適用することを含む、ヒトを除く基体の細菌汚染を処置または予防す
る方法。
【請求項３】
置換基R3においてqが1である、請求項1で定義された式(I)の化合物、またはその塩、水和
物、溶媒和物もしくはN-オキサイド。
【請求項４】
ZがCHである、請求項3に記載の化合物。
【請求項５】
mが1であり、Qが水素であり、Alkが-CH2CH2-であり、Xが-C(O)NH-である、請求項3または
4に記載の化合物。
【請求項６】
Q2が任意に置換されていてもよいピリジン、ピリミジン、ピラジン、ピリジン-2-オン、
チアゾール、ピロール、キノリン、イソキノリン、ベンズイミダゾールまたは5-アザイン
ドール環である、請求項3～5のいずれか一つに記載の化合物。
【請求項７】
Alk1が存在し、それが任意に置換されていてもよい2価のC1-C3アルキレン基であり、該ア
ルキレン基が-NH-結合を含むか、またはQ2に結合する-NH-で終結していてもよい、請求項
3～6のいずれか一つに記載の化合物。
【請求項８】
Alk1が2価のC2-C3アルキレン基であり、それがQ2に結合する-NH-で終結しかつ-NH-結合に
隣接するC原子上でオキソ置換されており、それによりAlk1が式-(CH2)0-2C(=O)NH-を有す
る、請求項7に記載の化合物。
【請求項９】
Alk1が式-(CH2)1-2NHC(=O)-を有し、該(C=O)がQ2に結合している、請求項7に記載の化合
物。
【請求項１０】
Q1が式-NRARB（ここで、RAおよびRBは独立して水素、または(C1-C6)アルキル、ヒドロキ
シ(C1-C6)アルキルもしくは(C1-C3)アルコキシ(C1-C3)アルキル基であるか、またはRAお
よびRBはそれらが結合している窒素と一緒になって環式アミノ環を形成している）の基で
ある、請求項7～9のいずれか一つに記載の化合物。
【請求項１１】
pが1である、請求項3～10のいずれか一つに記載の化合物。
【請求項１２】
Q4が水素であり、pが0である、請求項3～10のいずれか一つに記載の化合物。
【請求項１３】
Q3が任意に置換されていてもよいピリジン環、任意に置換されていてもよいピリミジン環
、または任意に置換されていてもよいピラジン環である、請求項3～12のいずれか一つに
記載の化合物。
【請求項１４】
mが1であり、Qが水素であり、Alkが-CH2CH2-であり、Xが-C(O)NH-であり、R2が次の基：
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【化２】

から選択される基であり、R3が次の基：
【化３】

から選択される基である、請求項3または4に記載の化合物。
【請求項１５】
次の表に示された化合物からなる群から選択される化合物。
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【表１－１】
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【表１－２】
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【表１－３】
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【表１－４】
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【表１－５】
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【表１－６】

からなる群から選択される化合物。
【請求項１６】
請求項3～15のいずれか一つに記載の化合物を、医薬的に許容される担体とともに含む医
薬組成物。
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